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１．はじめに  
 東京慈恵会医科大学学術情報センターでは，学内他部署からの依頼で様々なオリエンテ

ーションや情報検索演習を行っている。今回は西新橋キャンパスにある図書館本館が，平

成 29 年度に行ったオリエンテーション・情報検索演習をもとに学内他部署との連携や問
題点，今後の課題について考える。  
２．平成 29 年度実施のオリエンテーション・情報検索演習  
 平成 29 年度に実施したオリエンテーション・情報検索演習は次のとおりである。  
  オリエンテーション・情報検索演習  人数 実施日  
1 医学科 2 年 オリエンテーション  110 4 月 3 日 
2 大学院医学研究科看護学専攻修士課程  

情報検索演習  
9 4 月 4 日 

3 医学科 2 年 医学総論 II 情報検索演習  110 4 月 11 日  
4 歯科研修医 オリエンテーション  3 4 月 24 日 
5 医学科 1 年 オリエンテーション  110 5 月 10 日 
6 医学科 3 年 医学統計学Ⅱ 情報検索演習  110 5 月 11 日  5 月 25 日  

6 月 22 日 
7 東京慈恵会教務主任養成講習会 情報検索演習  12 6 月 20 日 
8 エデュケーションナース 情報検索演習  50 9 月 4 日 
9 研修医シミュレーション研修 情報検索演習  40 11 月 11 日 
10 看護監督者研修 情報検索演習  30 12 月 4 日 

 
３．まとめ  
 オリエンテーション・情報検索演習は内容についてのフィードバックの機会も少なく，

演習中の反応，試験や課題などから反省点や改善点を抽出している。それらを翌年の演習

内容に反映しつつ，演習日程が 4 月～5 月に集中しているため，例年通りの内容で実施す
ることも多い。依頼部署からのニーズに合ったより良いものにするため，演習内容につい

ての評価やフィードバックをどう行っていくかが今後の課題である。  


